









たGMを 2007 年には追い抜き､ 世界№ 1 の
自動車生産メーカーになった｡ 2007 年 3 月
期決算における日野自動車､ ダイハツ工業を
含む連結売上高は､ 24 兆円である(2)｡ 同期の
決算の連結純利益の金額は 2 兆 2500 億円で
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トヨタシステムの ｢カイゼン｣ では､ よくい






ある｡ その 1 つが ｢Toyota Way 2001｣
(2001・4) であり､ もう 1つが ｢トヨタ行動
指針｣ (2006・3)(3) である｡ これらの企業理





























































いる｡ 顕著になったのは 1990 年代からの
｢政治改革｣ からはじまり､ 現在では ｢金融
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る ｢民営化｣ や ｢市場原理｣ ｢競争原理｣ が





































現在の ｢教育改革｣ の流れは､ 従来型の
｢戦後教育｣ を一気に吹き飛ばすかのようで

































トヨタの企業理念である ｢知恵と改善｣ と ｢人間
性尊重｣ をベースとした上でトヨタウェイが築か
れている｡
















































































Sustainabilillity Report 2006 より

























































































































































































































































































































1937 年 トヨタ自動車工業株式会社 (現トヨタ自動車) 設立
1938 年 豊田工科青年学校開校 自動車の製造に携わる技能者の育成を開始
1939 年 豊田工科青年学校内に技能者養成所を開設 (生徒は社内選抜で募集)
1951 年 技能者養成令に基づき養成工教育を再開
1953 年 訓練対象を新規中学校卒採用に変更 (3 ヶ年教育確立)
1958 年 職業訓練法による認定事業内職業訓練所として認可を受ける
1962 年 トヨタ技能者養成所に名称変更
1967 年 科学技術学園高等学校と連携教育を開始 (通信制課程機械科を履修)
1970 年 トヨタ工業高等学園に名称変更 採用地区を全国に拡大
1979 年 高体連全日制部会に加盟
1985 年 高野連に加盟






































向上を狙いとして､ 独自に ｢工業数理｣ を
1～3 年生で週 2 時間実施している｡ また
｢国際化｣ 対応のために､ 各学年とも週 1 時
間､ 外国人講師による英会話の授業を実施し
ている｡ さらに､ 英語検定取得のための授業
も 1､ 2 年生で週 1 時間程度実施している｡
そしてこの教育訓練施設の ｢神髄｣ は､ 2､ 3
年生で履修する ｢工業管理技術｣ であり､ こ
こでトヨタ生産方式､ QC の手法､ 作業改善
を学ぶことになり､ これがいわゆる ｢学校設
定科目｣ としての独自の科目を設定している｡
またQC (品質管理) については､ 1～3 年
生まで週 1 時間､ QC サークル活動を行って
おり､ 自分たちの身近なテーマを取り上げ､
QC 手法を用いて問題解決の実践を行ってい



















1st week 8：30～17：30 学科 昼休みは 12：15～13：15
2nd week 8：30～17：30 実習 学園施設での基礎実習
3rd week 8：30～17：30 学科 昼休みは 12：15～13：15
4th week 6：25～15：05 実習 コース別職場実習 連続二交替に対応
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図表 5 高等部カリキュラム




■ 時間数 単位：H ( ) 内は割合
1年 2年 3年 計
知 識 708 416 254 1,378 (24%)
技 能 260 912 1,064 2,236 (40%)
心 身 832 616 594 2,042 (36%)
計 1,800 1,944 1,912 5,656
■ 単位数
教 科 1年 2年 3年 計
普通科目 国語ⅠA 2 2 4
数学Ⅰ 5 5
物理ⅠA ※ 2 2
化学ⅠA ※ 2 2
世界史A ※ 2 2
日本史A ※ 2 2
現代社会 ※ 2 2
オーラルB 2 2 4
保健※ 1 1 0 2
体育 3 3 2 8
音楽Ⅰ 1 1 選択 2
美術Ⅰ 1 1
書道Ⅰ 1 1
課程基礎 ※ 2 2
計 21 13 3 37
※印の科目は通信教育で履修
教 科 1年 2年 3年 計
専門科目 工業技術基礎 2 2
実習 6 4 10
製図 4 2 6
情報技術基礎 1 1 2
課題研究 3 3
機械工作 2 1 3
機械設計 2 2 4
電気基礎 3 3
工業管理技術 1 1 2
自動車工学 1 1 2









2 年次からは 9 つの専攻科 (技能コース) に
分かれ(8)､ より専門的な技能を修得すること






















ン (1 年生：団体規律訓練､ 追跡ハイク等)､
合宿研修 (2・3年生：団体規律訓練､ グルー
プ討議､ クラス対抗競技)､ 御岳登山 (1 年
生：長野県木曽郡御岳山麓で 4日間の野外訓
練)､ 若狭遠泳 (2 年生：級別水泳訓練､ 遠
泳､ 救助法)､ 完歩大会 (全学年：各班で東














































しろトヨタ学園の行事の方が､ より中身が濃いものがあり､ 職業科目と結びついたものにおいては､ より企
業の生産活動と結びついたものであるのはいうまでもない｡
































■前期期末試験 ■前期期末試験 前期期末試験 産業技術記念館見学
■全豊田訓練生大会 ■完歩大会 ■他社見学 ■海外ホームステイ

月










































｢就職内定｣ と ｢高校進学｣ がセットとして
実現することである｡ また毎月の手当 (10

































































































令 1693 号により､ 通信制課程を向陽台高等






学校教育法第 45 条の 2 に定められた ｢技
能連携制度｣ では､ 企業内学校や専修学校等
に在籍しながら､ 一方では私立の広域通信制
高校にも入学し､ 3 年間あるいは 4 年間の学








































































































対 象 国民一般の子女 企業の従業員
費 用 税ならびに父母負担 企業





























































 日本経済新聞 2007 年 4 月 27 日
 ｢トヨタ行動指針｣ は 1998 年に策定されてい
るが､ ｢トヨタ基本理念｣ を実践し､ 社会的責任
を果たすために､ トヨタで働く人々の基本的な
心構えをまとめ､ 具体的な留意点を示している｡






























 専攻科 (技能コース) には次のものがある｡
それらには ①鋳造科 ②塑性加工科 ③機械加工
科 ④精密加工科 ⑤自動車製造科 ⑥自動車整備






















阿部和義 『トヨタモデル』 講談社､ 2005
藤田晃之 ｢新しいスタイルの学校 制度改革の現
状と課題｣ 数研出版､ 2005




片山修 ｢誰も知らないトヨタ｣ 幻冬舎､ 2005
片山修 『トヨタはいかにして ｢最強の社員｣ をつ
くったか』 祥伝社､ 2005
鎌田慧 『教育工場の子どもたち』 講談社､ 1986















トヨタ自動車 ｢Toyotaway 21｣ トヨタ自動車広
報部､ 2006
トヨタ自動車 ｢Sustainabilillity Report 2006｣ 環
境部､ 2006
横田一 ｢トヨタの正体｣ 週刊金曜日､ 2006
若松義人 『トヨタ流 ｢最強の社員｣ はこう育つ』
成美堂､ 2003
(さくらい よしゆき 名古屋市立大学経済学部
研究員 中京大学企業研究所研究員)
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